
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■安曇野屋敷林フォーラム 2025  2025.2.23 

 

 

 

基調講演は山根宏文氏が「景観と観光」について国内外の事例を紹介し 景観と観光の重要性を

講演いただいた。パネルディスカッションでは 「安曇野の宝」未来図を考える、をテーマの 4名

の事例説明があった。燕山荘社長の赤沼健至さんからは 山の景観のすばらしさや子供時代の学校

登山の重要性。また山下泰永さんは文化課で進めている文化財の活用について、安曇野ふるさと応

援団の望月様は学校で進めている探究学習の取り組み、場々からは民家と屋敷林が安曇野の風景を

つくっている重要性についての話でした。 

 安曇野ふるさと景観の良さが 市民に紹介された。如何にここで育った子どもたちが安曇野に帰

ってきてくれるが、体験の重要性がキーポイントとなる。 

 あづみ野テレビが取材してくれたので 4月に上映される予定 
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第 44 回 



■落葉ひろいボランティア 2024.11.23  曽根原家住宅にて 

  

  

■日時      令和 6年 11月 23日（祝日・土） 午前 10時から正午 

集合 曽根原家住宅 9：50 （小雨決行） 

■駐車場     安曇野市穂高有明 ＪＡあづみ有明ホール 北駐車場 

■スケジュール  10：00～11：30 曽根原家にて 落ち葉拾いボランティア 

           11：30～12：00 お茶会 曽根原家見学 

           12：00      解散                                      

   大勢遠方から参加者に感謝です。信大学生 4名 東京から 2名 神奈川から 1名 

 特に神奈川からの女性は ホームページで探したようです。曽根原さんからは 

 お茶１ケースを頂きますた。 

 

 

                       


